






































































































































































































津田  良樹（非文字資料研究センター  研究員） 
文化大革命の洗礼を受けた人と�
文化財の数奇な運命―中国浙江省廿八都調査からの報告―�
　もし生物学的な社会性が問題になりうるなら、言語体
系として捉えられる情報はすでに言語以前にインプット
されている可能性もある。もちろん、これは内容のある
ものではなく、儀礼的な言語のような、決まり決まった
情報のやり取りにすぎないかもしれない。�
　とはいえ、それは生きた人間と人間の血の通う情報を
運ぶものともいえる。同情や憐憫といった感情が、まさ
にこのネオテニー状態にあるとすれば、言語体系でもた
らされた情報より勝るものを、それは持っていると言え
るからである。�
　おそらくこうした言語以前の情報体系を知るには、人
類の奥底に眠る生物学的な根源を脳研究が調べ尽くすこ
とを待つしかないのだが、その意味でも非文字資料研究
にとって最近の脳研究の進歩は見逃すことのできないこ
とであると言えるかもしれない。�
（1）�
（1）�『廿八都鎮志』中国文史出版社、2007年1月�
水星廟�
